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※二重線は、分割方式を選択した場合の分割箇所を示すものです。

（一般質問） 

質問日   令和６年３月７日（木） 質問方式 分割方式 

質問順位 ２ 会派名 創造浜松 議席番号 34 氏名 湖東 秀隆 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

１ 「地方創生の再

スタート」まち・

ひと・しごとへの

思い 

２ 新３区の連携 

３ 浜名区内の交流

促進に向けた取組

について 

４ 西鹿島駅周辺地

域の今後について 

５ 脱炭素社会の推

進 

６ 貯留施設などの

改善策について 

市長は「浜松をもっと元気に」として、新年度予算編

成をしているが、まち・ひと・しごとの創生として、強

い思いを込めた肝いりの事業は何か伺う。 

コミュニティ担当職員による各地区での事例報告や

新たな区の醸成に向けた企画等も議題として、定期的に

協議する研修会を開催することについて、考えを伺う。

三ヶ日町から浜北までの東西約30㎞となった浜名区

の連携を深めるために「フルーツ」をキーワードとして、

様々なイベントなどをコミュニティ担当職員が地域住

民とともに企画し、連帯感の醸成を図ることも重要と考

えるが、所見を伺う。 

西鹿島駅周辺地域は、都市計画マスタープラン等にお

いて重要な拠点として位置付けがされているが、都市整

備・コンパクトシティの観点から、改めて今後の取組に

ついて伺う。 

環境省が、「地域脱炭素推進交付金」事業として脱炭

素先行地域づくり事業と重点対策加速化事業の募集を

開始した。今般募集された事業への申請に対する考えや

方針、意気込みなどについて伺う。 

豪雨時の河川災害が年々常態化しており、中小河川の

改修事業も着実に実施されているが、遊水池や調整池・

貯留池などの堆積土砂浚渫等も計画的に実施すること

が必要と考える。 

また、新東名高速道路高架下の調整池の活用について

 関係機関と協議調整し、下流地域への負担の軽減を図る

ことも重要と考える。 

  そこで、以下について伺う。 

(1) 河川改修とともに、遊水池や調整池・貯留池の計画的

浚渫事業についての考えを伺う。 

(2) 御馬ケ池貯留池の洪水吐（こうずいばき）については、

嵩上げをすることで貯留量の増加が見込まれるが、その

他の遊水池や調整池・貯留池などの貯留量も見直す考え

はないか伺う。 

(3) 既存施設の有効利用策として新東名高速道路高架下
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（ 3 枚中 2 枚目）

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

７ 音楽の都に向け

ての人づくり 

８ いじめ調査委員

の在り方について 

９ 不登校児童・生

徒へのＩＣＴを活

用した支援につい

て 

10 はままつ式30人

学級編制について 

の調整池を貯留施設として活用することや、未利用とな

っている公有地への新たな貯留施設の整備について伺

う。 

(1) 浜松市文化振興ビジョンにおいて、次代の文化芸術 

の担い手を育成することを掲げているが、「音楽の都・

浜松」を支える若年層も含む音楽人材の育成について、

令和８年度以降に予定されている中学校部活動の地域

移行の流れも踏まえ、どのように取り組んでいくのか、

考えを伺う。 

(2) 教育委員会として、顧問、練習場所や楽器の保管場所、

平日・土日の対応など課題は多岐にわたる。子供たちが、

将来「音楽の都」に向けての夢を継続するため、今後の

取組について伺う。 

本市においても、第三者として児童・生徒に対して先

入観なく、公平な判断でいじめ問題を解決するため、市

長事務部局のこども家庭部にいじめ調査委員が設置さ

れているが、他都市の取組を参考に迅速な解決が図られ

るよう、委員の在り方を検討する必要があると考える

が、どうか伺う。 

本市では、令和６年度から不登校児童・生徒に対する

デジタル支援事業が予定されているが、他都市では、さ

らに学習時間や学習理解度も確認できる、ＩＣＴ家庭学

習支援システムを導入している。今後、本市においても

ＩＣＴ家庭学習支援システムの導入を検討することが

必要と考えるが、所見を伺う。 

はままつ式30人学級編制は、平成22年度より本格実施

されてきた。 

しかし、教員確保が課題となっており、厳しい状況に

置かれている。 

そこで、以下について伺う。 

(1) はままつ式30人学級編制を実施する要件として、学校

長の判断となっているが、実施状況について伺う。あわ

せて、未実施校に対しても支援が必要と考えるが、対応

状況について伺う。 

(2) 学校長の判断だけではなく、市内全ての小学校におい

て、公平に教育を受けさせる環境整備が必要であり、当

該学級編制を実施すべきと考えるが、課題と対策を伺

う。 
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表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

11 学童保育につい

て 

12 ＵＩＪターン就

職の促進について 

今年４月から、浜北地区では、学童保育事業において

新規委託事業者による事業が始まる。 

現在までの数か月に、現在委託されているＮＰＯ法人

との引き継ぎ等を協議中だが、両者の運営や対応に関す

る考え方に相違がある。教育委員会の選考時の説明にも

疑問があるが、新年度のスムーズな新規運営に向けて、

今後の対応とともに、民間事業者の新規参入についての

考え方を伺う。 

若者のＵＩＪターンは、人口増加が期待されるととも

に、市内企業や事業所の新たな活力となると考える。 

そこで、他都市でも実施しているが、新たな支援策と

して就職奨励金による支援を検討する考えについて、所

見を伺う。 
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